
桃山学院教育大学
オチャンテ 村井 ロサ メルセデス

伊賀市での進路支援の
取り組みについて

～自身の体験も含めて～

全体会資料 ３



発表の概要
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三重県伊賀市での取り組み

移民第二世代の進路について

今後の必要なキャリア支援



自己紹介その①

•Rosa Mercedes Ochante Muray

•オチャンテ 村井 ロサ メルセデス

•日系４世のペルー人 / 移民1.5世代

•1996年12月来日

•日本での滞在歴23年

•在留資格：未成年であったため、日系3世
の扶養として「定住者」→「永住者」



中学校生活の体験

来日1996年12月
私 15歳→中学校3年生
兄 16歳→学齢超過
当時の校長先生の判断で入学

国際教室で、ひらがな、カタカナ、
小1程度の漢字を学習

中学校生活1997年1月～3月卒業



高校での日本語指導

1997年4月定時制高校進学
ほぼ日本語ゼロという状態で

兄と高校に入学
当時の校長先生の判断

授業開始30分前から学校に行って日本語の
学習、国語、理科、社会取り出し指導
夏休みも学校に行って勉強をした



高校での学習

・高校3年生からスペイン語学科の学生が支
援に入り、母語による支援、通訳、翻訳の体
制が整える

・継続的に日本語を学ぶ場が提供され、日
本語能力試験3級、2級と合格し、大学進学
を目指した

・自立を促すための日本語指導

→確かな目標でモチベーションを上げること
ができた



対象地域：三重県における外
国人住民数の現状
・三重県内の外国人住民数（50,612人）

・都道府県別でみると15位

・人口比（2.77％）

・ブラジル １２，８７９人 前年比 ０．９％減
・中国 ７，９３８人 同 ２．６％増
・フィリピン ６，９０４人 同 ５．３％増
・ベトナム ５，９６０人 同 ３７．６％増
・韓国 ４，４１３人 同 ０．５％減

外国人住民国籍・地域別人口調査（平成３０年１２月３１日現在）

・四日市市 ９，６０２人 外国人住民の割合 ３．０８％
・津市 ８，６３８人 同 ３．０９％
・鈴鹿市 ８，２０９人 同 ４．１０％
・松阪市 4，３１９人 同 ２．６２％



日本語指導が必要外国籍児童生徒数

１位 愛知県 9,100
２位 神奈川県 4,453
３位 東京都 3,645
４位 静岡県 3,035
５位 大阪府 2,619
６位 三重県 2,300
７位 埼玉県 2,245
８位 千葉県 1,778
９位 岐阜県 1,596
１０位 滋賀県 1,238
１１位 群馬県 1,206
１２位 兵庫県 1,002

文部科学省「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況等に関する調査（平成30年度）」の結果



三重県・伊賀市
Mie prefecture Iga city

伊賀市における外国住民数の現状

・5,661人（伊賀市の総人口91,292）

人口比（6.20％）

①ブラジル人 2,241人

スペイン語話者500人
（④内ペルーは434人）

2741人

全体数の約5割

（出典： 2019年10月末伊賀市在住外国人の現状）

②ベトナム 924人

③中国人 619人

⑤フィリピン人 449人

1992人



多国籍な街、伊賀市
市教育委員会、国際交流協会、NPO、
ボランティア団体、宗教団体の連携



伊賀日本語の会（1993年～）
NPO 法人 伊賀の伝丸（1994年～）
伊賀市多文化共生センター（2016年
～）



三重県における日本語指導が必要
な外国人生徒（中学生）の進学等状
況の経年変化



第２世代の若者たちの高等学校進学

①高校進学に対する意識が高い、そして肯定的
である

②行政や地域のボランティアなどのサポートが充
実している

→問題を共有できる相談相手という役割を果た
している

③身近なロールモデルの存在



伊賀市の進学率

伊賀市の教育委員会「外国人生徒の公立中学校卒業後の進
路状況調べ」の結果

伊賀市の教育委員会「外国人生徒の公立中学校卒業後
の進路状況調べ」の結果では、平成31年3月の進学率は
97.4％である。

また、卒業した39人のうち、地元の全日制高校に進学した
のは33人である。

伊賀地区の全ての高等学校に外国につながる生徒が在
籍している。



「伊賀地区外国につながりをもつ
子どもと保護者の進路ガイダンス」

対象：小学校4年生からの子どもと保護者
早い段階から高等学校の教育制度、入学するために必要な情報を提供



全体会 地域のロールモデル
高校、大学、専門学校、社会人となった先輩の体験談、メッセージを聞く場が設けら
れる。
今年、ボランティアスタッフや学校関係者、高校の先生、生徒、親含めて約400人の
参加があった。
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中学校卒業後の進路選択の流れ



初期段階のライフプランニングとキャリア支援

対象地域である三重県伊賀市では、高等学校の進学率が上がり、

高校まで進学することは当たり前な進路形成として受け止められている。

しかし、中途退学する若者は少なくない。

また高等学校を卒業しても地元で彼らの強みを生かす場が限られ、ブルーカラー労働者と
して生きる保護者と同じ道を進むこともある。

・「将来何したらいいのか分からない」のままだと進学したい高校も見出さない。

⇒関心を持てないと中途退学に繋がる起因が見られる。

・そのため将来の自分を可視化できるためのライフプランニング、日本語指導に特化した
キャリア支援、日本で生活するためのキャリア支援が求められる。

また、保護者と共にキャリア形成について考える場を確保する取り組みが求められる。

高校への「進路ガイダンス」の一環として次のステップである社会人に向けての指導を地域
の国際交流協会やNPO、教育委員会などが連携して若者支援に取り組むのが必須



¡Muchas gracias! 

Muito obrigada!

Merci beaucoup!

Thank you very much!

ご清聴
ありがとうございました。
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